
５. 令和７年度障がい児放課後児童クラブはるかぜ 事業計画 

 

1. 目 的 

障がいのある児童に対し通所により日常生活における基本動作の指導、集団生活への適 

応訓練を行い、その育成を促すとともに、保護者の養育負担の軽減を図ることを目的とす

る。 

 

2. 基本方針 

（1） 児童の健康管理に努め、安全確保及び情緒の安定をはかる。 

（2） 遊びを通じて自主性や社会性及び創造性の向上性をはかる。 

（3） その他、児童の健全育成上必要な活動を行う。 

 

3. 概 要 

（1）施 設     はるかぜ（旧袋井市民病院医師住宅１０４号室） 

（2）従業員の構成  管理者１名（風の窓兼務） 

           従業員５名程度（長期休暇中の臨時を含む） 

           兼務：なごみかぜ工房 1名、ふぅ２名、風の窓１名 

（3）実施日     放課後と長期休暇期間 

           ※休業日については以下の通りとする 

            国民の祝日 

                       盆期間（８月１３日から８月１５日） 

            １２月２９日から翌年の１月３日まで 

            日曜日及び土曜日 

 

4. 課 題 

1. 利用者の減少から集団としての機能低下。 

利用者数減少のため、一日の利用者数が２名の日がある。体調不良で利用者が１名

になってしまう事もある。本来は、多様な集団で活動する中で成長が促されるが、

人数減少により集団活動そのものが出来にくい時が出てきている。 

2. スタッフ確保の難しさ 

スタッフの応募そのものがなくなっている。 

3. 活動の充実。 

勤務時間に余裕がないため、子どもに合わせた活動内容の提供が難しい。 

4. 袋井市の事業終了は令和９年度となる予定。 


